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●　ひょうたん形をした八丈島の地形は地質が全く異な
る二つの火山によって複合的に形成されている。世界
でも珍しいこの島の構造は、産業や文化の多様性にも
大きく影響を与えている。

●　これらの山や海から与えられる多くの恵みによって、
農業及び漁業は八丈島経済の根幹を支えている。特
に、花き園芸は、国内の一大産地を形成している。フェ
ニックス・ロベレニーの切り葉を主要な産品としなが
ら、常に新品種の導入と先進的な技術の開発に取り組
み、花き園芸はこの島の最大の地場産業となっている。

●　空港及び港湾建設には早くから取り組み、その結果、
現在は全国離島の中でも有数の2,000mの滑走路を
持つ地方管理空港（注）、そして5,000トン級船舶の
接岸を可能とする大型商港が整備され、ジェット旅客
機及び大型貨客船の毎日就航により東京とのアクセス
は、離島であるハンディキャップの大半を解消してい
る。

（注）国際航空輸送網又は国内航空輸送網を形成する上で重要な
役割を果たす空港（旧第三種空港）

●　海底光ファイバーケーブルの敷設等により光回線で
のブロードバンド環境も整備され、住民の暮らしを向上させ、産業発展の基盤を築いている。

特 色

八丈島空港

フェニックス・ロベレニー

●　農業では農道、農地、農業用水等の基盤整備、後継者確保及び育成が課題である。

●　水産業では水産資源が減少しており、水産基盤の整備、後継者の確保及び育成が課題である。

●　観光では、新型コロナの影響によりイベント内容の制限等の理由から集客力低下につながっている。

●　交通に関する施設整備は進んでいるが、航空路線の維持や運賃低廉化が課題であり、島内幹線道
路についても引き続き災害に強い道路の整備が必要である。また、地形に起因した携帯電話の不感
地帯がありデジタル技術の活用が進まない原因の一つとなっている。

●　医療や介護分野では慢性的に従事者が不足傾向にあり人材確保が課題である。

島の課題

6
島
別
基
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計
画
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●　島内で人口減少が進行し、コミュニティ及び施設の維持、民間企業の事業継続が難しくなるという
課題がある。

●　教育では少子化、家庭環境の多様化、社会全体の情報化等の子供たちを取り巻く環境変化及び個々
の特性に対応する教育体制づくりが課題である。

●　農業では新たな農業従事者の確保と育成を重点施策
とし、担い手育成研修センターの充実を図っていく。
また、農地の有効利用、施設の整備等の農業基盤強
化を行い、農業振興のために様々な施策を検討してい
く（目標：新規就農者　年間４名）。

●　漁業では漁協の経営基盤強化、後継者育成、資源
管理型漁業及び栽培漁業を推進し、製品開発や販路
拡充に取り組んでいく（目標：新規就業者年間２名）。

●　観光では文化・スポーツ交流及び地域資源を活用した体験型観光に重点を置き、エコツーリズムの
考え方に沿った観光施策を進めていく（目標：スポーツ合宿誘致数年間１３団体）。

●　交通は、航空路では路線や便数の維持はもとより新規路線の開拓に努め、海路では天候に左右さ
れにくい港湾施設を整備し、定期貨客船の就航率及び利便性向上を図っていく。

●　生活環境では合併浄化槽の普及及び一般廃棄物の適正処理を図り、老朽化した水道管の更新を進
めていく。また、再生可能エネルギー事業として新たな地熱発電所建設と地域に根差した活用の実現
に取り組んでいく。

●　医療では町立八丈病院における遠隔医療の実装に向けて取り組み、そのために必要な５Ｇなどの通
信インフラを整備するため、引き続き関係機関に要望していく。

●　社会福祉では介護従事者の育成や確保、民生委員との連携などを通じ、事業所や地域ぐるみでの
福祉体制の強化に取り組んでいく。

●　島内における各種データ取得の手段を拡充しつつ、地域社会に係るデータを連携・利活用していく
基盤を導入し、様々な分野に活用することでスマートアイランドの実現を目指していく。

目標達成への道筋

神湊漁港
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●　農業従事希望者に対し、八丈町農業担い手育成研修センターにおいて、病害虫、土壌肥料、植物
生理、簿記等の農業経営全般についての研修及び実習を行い、農業後継者の育成及び定住化を図っ
ていく。

●　3期生（平成29（2017）年度）以降は、より島外在住者からの就農希望者を受け入れるため、島外
に向けた広報募集活動（ホームページでの『農活』など）に取り組んでいく。

【 農 業 担 い 手 研 修 セ ン タ ー の 取 組 】

八丈町農業担い手研修センター 研修の様子

6
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８ 青ヶ島 基 本 計 画

1 0 年 後 の 目 標

　村営住宅等のインフラ整備が前提となるが、5年後の人口を180人、10年後を
210人とした人口増を目標としている。あわせて、必要な人材の確保・育成を進め「心
あたたか、元気な島」を実現している。

●　港湾及び道路のインフラ整備が進み、海上・島内共に交通の安全性及び利便
性が向上している。土砂災害に対してはハード面での整備が進み、噴火災害に
対しても防災対策が進んでいる。

●　太陽光発電による電力供給で令和12（2030）年のカーボンハーフを達成
し、島全体の使用電力の50％をこれによりまかなっている。

●　農業については、島内消費のための流通ルートが維持され、島内需要に応じ
た産品の開発が進み、余剰物の特産品化及び販路の開拓を通じて6次産業が大
きく育っている。

●　漁業については、島周辺の漁場での漁獲物
に限られてはいるが、底棲魚も含めた多彩な
魚種の島外搬出ルートが複数開拓され、6次
産業化を目指した加工品の開発が進んでいる。
また、漁獲物の地産地消についても農産品と
併せて島内流通がスムーズに行われている。

●　裾野が広い観光産業を基軸に、複数の産業
が連携するとともに、テレワーク及び離島留学
を推進することで関係人口を増やし、10年後
の人口は210人になっている。

●　村の文化遺産を積極的に守り後世に伝えてい
くことを目的とした郷土資料館が開設され、住
民の郷土愛をはぐくむとともに、観光推進に繋
げている。

青ヶ島(三宝)港

漁船
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●　産業では黒毛和牛、焼酎の原料でもあるサツマイモ、切葉の生産、特産品に「青酎」「ひんぎゃの塩」
等がある。

●　島外との交通にヘリコミューター「愛らんどシャトル」のほか、八丈島との連絡船「くろしお丸」が就
航している。

二重式カルデラ 青ヶ島の内輪山

6
島
別
基
本
計
画

●　青ヶ島は、島の半分以上が二重式のカルデラで形成されている。平成26（2014）年にアメリカの
環境保護NGOが発表した「死ぬまでに見るべき世界の絶景13選」にも選ばれ、世界的にも稀な地形
として注目されている。活火山であるため地熱の自然エネルギーに恵まれており、「地熱サウナ」や「製
塩事業」に利用されている。

特 色

●　青ヶ島は北緯32度27分、東経139度45分、東京から南へ約358km、伊豆諸島の南端に位置
する周囲約9.4km、面積約5.98k㎡の楕円形の島である。断崖絶壁に囲まれた複式成層火山島で
あり、島全体が黒潮の流れに包まれ気温の年較差が小さく、年間を通じて比較的温暖で過ごしやすい
状況にある。

●　人口は令和４（2022）年1月時点で170人と日本で一番少ない自治体であり、高齢化の傾向は明
らかではあるが30歳代が約25％を占めるなど明るい見通しもある。一方、将来推計人口は令和27

（2045）年に104人と予測されているため、自治体としての存続に向けた取組が必要である。

島の現況・特色

現 況
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●　空き家が少なく、個人で住宅を建設するための費用も高いため、村職員の確保、移住促進のため
には村営住宅の整備が必要になる。６次産業化を含めた農業・漁業の更なる振興についても、人口
が少ないため、島外から人材を呼び込むことが重要となる。

●　依然として冬季の就航率は極端に低いため、港湾整備を進め冬季の就航率の向上を図る必要があ
る。

●　集落と港間の道路は、道路拡幅、道路斜面強化等が必要な状況となっている。また、急しゅんで
脆弱な地形は、大雨、地震等により生命や財産を脅かす土砂災害に見舞われやすい状況であるため、
対策を継続して実施する必要がある。

●　島内での施設の設置、人材の確保等が困難なため島内に24時間対応の介護施設がない。

島の課題

●　港湾、道路のインフラ整備は進んでいるが、噴火災害に対しての備えは万全とはいえない状態であ
る。都道上手回りの崩落箇所の復旧を早期に終え、安全な通行と利便性の向上を期待したい。都道
上手回りは噴火の際の代替道路として一刻も早い復旧が望まれ、防災面での重要性は非常に大きい。
また、集落から直接海岸線へ降りる避難道については、少なくとも神子の浦へのルートを一本確保し
たい。

●　令和12（2030）年のカーボンハーフを達成するた
めに、ディーゼルエンジンによる内燃力発電に替えて
太陽光発電による再生可能エネルギーで公営施設の
使用電力をカバーしていくことで、自己完結型のレジ
リエントな島を目指す。こちらについては、大規模災
害、荒天等で燃油が不足する場合に防災上の備えとし
ても重要である。

●　「心あたたか、元気な島」であるために、保健事業
及び介護事業を通じて高齢者の健康の増進を図るとと
もに、中高年世代を対象とした生活習慣病予防及び高
齢者の家族を対象としたケアについても取り組む。

●　少子高齢化が進み、独自の文化や方言が失われつつあるなかで、地域や学校ぐるみで多世代にわ
たる交流の場を広げ、島言葉などの文化及び歴史に触れる機会を創出することで、先人から受け継い
だ文化遺産を次世代に引き継ぐ島づくりを推進していく。

目標達成への道筋

都道上手回り
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●　青ヶ島では、「ひんぎゃ」と呼ばれる地表から蒸気の出る噴気孔と、黒潮の本流からくみ出した海水を
利用した製塩事業を行っている。製造過程を見学できるほか新たな商品開発や販路拡大に力を注ぎ、
青ヶ島の重要な観光資源及び産業として磨きをかけていく。

【 ひ ん ぎ ゃ の 塩 に 関 す る 取 組 】

製塩事業 ひんぎゃの塩

●　青ヶ島で栽培したサツマイモを原料として「青酎」と呼ばれる
焼酎を生産・販売している。製造過程の最初に生成されるア
ルコール度数60度の原酒「初垂れ（はなたれ）」は、特区の認
定を受け島内限定販売としており、「幻の焼酎」として人気が高
くなっている。

【 焼 酎 の 生 産 ・ 販 売 に 関 す る 取 組 】

初垂れ（はなたれ）
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産業の振興の促進に関する事項

●　都、島しょ町村及び関係機関は、東京都離島振興計画に記載する取組及び本
別冊に定める取組を実施することで、離島地域の特性に応じた産業の振興の促
進を図る。

１　 大 島 町

　大島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

　農業については、人口減少及び高齢化が進み、主業農家のみならず農家数全体の減少が著しく、農
業振興を図る上で後継者の育成及び遊休農地の利用促進が課題である。
　漁業については、漁業協同組合の正組合員数及び資源の減少が進行するとともに、漁獲金額につい
ても減少傾向にあり、漁協の経営が不安定な状況である。漁家の経営安定を図るため、資源保全に努
めるととともに、新たな流通経路の開拓やブランド化の取組、農産物等とも連携し加工品生産を創り出し、
6次産業化及びブランド化の推進を図る必要がある。
　観光業については、旅館業施設の老朽化、後継者不足等により、宿泊施設が減少しているため、起
業の支援、廃業施設を貸し出すオーナー制度の支援等の基盤整備が必要である。また、大型客船の不
定期運航及び料金の割高等が課題である。船便の小型化・高速運航化に伴い日帰り旅行が可能になっ
た一方で、輸送力の限界や、宿泊旅行者の減少も問題となっている。そのため、航空便及び船便につ
いて、関係機関と協議し、利便性や集客を高める工夫が必要である。
　商工業については、離島という環境の中で事業者が自助努力を重ねながら共存共栄してきたが、新た
な商品開発及び流通経路の拡大に加え、近年のデジタル化に伴う通信販売・ネットショッピングの普及及
び人口減・観光客減による購買力の減少に対処するため、消費意欲を高めるための取組が必要である。
　工業については、施設の老朽化が課題であり次の世代に向け、改修費及び維持費等について、費用
対効果を鑑み、検討していく必要がある。社会動向を見極めながら、柔軟かつ弾力的な経営基盤の確

４．産業の振興を促進する上での課題

東 京 都 離 島 振 興 計 画 別 冊
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　農業生産基盤の維持、向上のために新たな担い手となる若手農家を育成するため、新規就農者育成
事業を活用しながら営農意欲を高め、農地の集積等による遊休農地の解消に努める。農業施設の導入
を進めながら生産性や収益性の高い農業構築を支援し、経営の安定化と効率化を図る。また、林業の
生産基盤である林道の整備促進を、引き続き国及び都と連携し進めていく。

①　農林業の振興

・　農地移動に関する許認可、農地利用や農業振興についての助言・指導等を実施する。
・　島内遊休農地・耕作放棄地の現状を把握し、農地の有効利用を促進する。
・　新たな大島農業の担い手を育成するための、新規就農者育成に取り組む。
・　地産地消の基盤となる直売所の支援を行う。
・　地域おこし協力隊等を活用し、新たな商品開発や販売促進を進めていく。
・　圃場の整備・貸し出し、設備投資補助等による新規就農者への継続的支援を行う。
・　農業生産者の基盤強化を図るための施設整備への支援を強化していく。
・　高騰する肥料・飼料に対して補助を行い、継続的な農業経営を支援する。
・　畜産農家の安定的な経営支援と販路開拓の支援に努める。
・　有害鳥獣の駆除を実施するなど、農産物等の被害を防ぐための措置を講じる。
・　病害虫の駆除を行い、農林産物の保全・保護に努める。
・　森林整備計画に基づく天然林の保全を重視した森林の維持に努める。
・　森林の持つ公益的機能を高め、観光と連携した利用推進を図る。

　限りある資源の保全に努めながら、漁場・漁港の整備等の基盤強化を進め、漁業協同組合をはじめと
した関係機関との連携を強化し、つくり育てる漁業への充実を図り、新たな特産品の開発やブランド化
及び６次産業化を推進し、水産物に付加価値を付ける。直売所である海市場を中心として、ＳＮＳやイ
ベントでのＰＲ活動を積極的に行い、島外販路の拡大に努めるとともに地産地消を進め、収益増加を図
りながら、漁業経営の安定化を図っていく。

②　水産業の振興

・　操業トラブルを未然に防ぐため、海洋レクリエーション活動を行う者と漁業者との調整を図っていく。
・　水産資源の枯渇を防ぐための環境整備や、保全・保護活動に対する支援を実施する。
・　種苗放流や稚エビの再放流、モニタリング調査を実施し、資源管理型漁業を推進していく。
・　高騰する燃料に対して補助を行い、継続的な漁業経営を支援する。

５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

大 島 町

　産業振興に取り組むため、事業者の設備投資に対する国税に関する税特別措置の利用促進を働き掛
け、事業者の経済的負担の軽減に努める。
　なお、各産業における支援策等について、以下のとおり推進する。

立を図ることが必要である。
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　商工会への助成等により、経営の安定化を支援し、各産業と一体となった計画を引き続き推進していく。
　消費者動向の把握や流通経路の調査開拓に努め、島の地理的条件に合った企業の誘致を行うととも
に、地元金融関係機関と連携した利子補給制度等の検討を行う。加えて、創業支援の補助を充実させ、
新たに起業する事業者を支援する。
　また、地産地消を推進するとともに、冷凍・冷蔵コンテナの導入を進め、食品輸送の効率性・安全性
を高めるためのストックポイントの整備を図り、島外イベントでの地元産物のＰＲを強化し、販路拡大を
促進する。

③　商工業・起業支援

・　商工会の経営安定化に対する支援の実施及び育成強化を図る。
・　地域経済活性化のためのイベントや施策に対する支援を図る。
・　新たな需要や雇用の創出を促進し、町の産業の振興及び活性化を図るための支援を実施する。
・　新たな融資制度・助成制度の創設を図る。
・　企業誘致活動を推進し企業誘致に努める。
・　コワーキングスペースやレンタルサテライトオフィスを整備し、ワーケーションの推進及び企業の誘

致を図る。

　観光イベントを継続的に実施し、イベントでの集客力を高め、年間を通しての安定的な集客につなげ
ていくとともに、情報発信ツールの整備を拡充し、情報発信力の強化に努める。
　伊豆大島ジオパークの更なる推進を図り、ジオガイドの育成に努め、農林水産業と商工業との連携を
強化し、郷土愛の醸成を図りながら、来訪者に対し「遊び」と「学び」の融合により、観光地としての大島
の魅力と価値を伝えていく。
　また、商工業関係者と連携し、空き家・空き店舗の更なる活用を推進し、宿泊事業者等への支援を進
めるとともに、島外からの起業者の誘致に努めていく。

④　観光の振興

・　農林水産業と連携し、各物産展やイベント等で魅力発信や観光ＰＲを展開していく。
・　デジタル媒体を活用した宣伝力の強化を図る。
・　観光資源の掘り起こし、地域産品の掘り起こしを行い、地元企業と連携した新たな体験ツアーの創

出や観光体系の構築に努める。
・　広域イベントや地域の特色を活かしたイベントを継続的に実施し、年間を通しての安定的な集客に

つなげていく。
・　観光協会及び観光事業者の経営安定化を支援し、人材育成や、助言・指導等に努める。

・　直売所施設の安定的な経営を図り、消費者への供給体制を整えていく。
・　未利用資源の活用を推進し、新たな特産品開発に努めていく。
・　生産額向上のための水産物高付加価値化の取り組みを促進し、宣伝力の強化に努めていく。
・　鮮度管理の向上、出荷調整能力向上のための施設整備を図る。
・　新規漁業就業者の確保と漁業を継続していくための対策を図る。
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　近年の異常気象に伴う自然災害や突発的に起こりうる災害に対応するため、情報伝達の高度・高速化
を行い、情報伝達手段の更なる整備を促進していくとともに、島内不感地域の解消に努め、防災力の
強化を進めていく。

⑤　情報サービス業等

・　防災力の強化を進めていくとともに、情報関連企業の誘致に努め、連携の強化を図る。
・　情報インフラの整備を推進していく。

観 光 協 会

　島の魅力を島内外に発信し、地域の特性を活かした旅行商品の造成などにより交流人口の拡大を図る。
　また、島内観光事業者との連携を強化し、観光受入環境の向上、改善を図るとともに人材育成に努
めていく。

商 工 会

　島内事業者の経営、技術の改善開発のため、各種相談指導を行うとともに、地元商店に対し有利な
補助金や融資制度の周知を図る。また、関連企業と連携した地域消費活性のための仕掛けづくりや、新
たな融資制度の創設に向けての働き掛けを行うとともに、起業者の誘致を図る。

　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標 

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
製造業 1件 1名

農林水産物等販売業 2件 3名
旅館業 2件 5名

情報サービス業等 1件 1名

・　観光地・観光施設等の基盤整備を促進し、受け入れ態勢を強化する。
・　伊豆大島ジオパークの更なる推進に努め、関係人口及び交流人口の拡大を図る。
・　起業者の誘致及び支援を積極的に図る。
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２　 利 島 村

　利島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、農林業、水産業、旅館業（観光業を含む。）、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

　農林水産業については、高齢化や後継者不足による就業者の減少に加え、資材・設備価格の高騰や
農林水産物の価格低迷により経営状況が悪化している状況にある。今後は、就業者への総合的な支援
を行い、就業希望者の定着を図るとともに、経営の合理化・多角化による効率的な生産体制の確立及
び利島産椿油のブランド化に取り組むことが重要となる。
　農林業においては、椿林の更新を推進し、かつ、椿木１本当たりの収穫量を上げるための間伐を実施
すること、デジタル技術などを活用した作業の効率化、害虫対策や新規就農者の育成と確保に向けた支
援、農地及び周辺施設の整備による生産基盤の強化により、市場における価格変動の影響を低減するこ
とも検討する必要がある。また、椿林の更新及び間伐により発生する間伐材等、椿搾油カス等の森林
資源を有効に活用するシステムを構築していく必要がある。
　水産業においては、育てる漁業を継続していく。一方で、黒潮の大蛇行による漁獲魚種の変化に対
応すべく、新たな漁法の確立、小型定置網の設置、陸上養殖等の検討を進めていく。
　また、農水産物については、加工事業との連携により、生産物の有効活用及び高付加価値化の可能
性があるため、事業連携・強化を支援しブランド力の向上方法について検討する。
　農林水産業を取り巻く環境が厳しいことは前述のとおりだが、今後は体験型観光旅行への取組を見据
え、農林水産業の従事者を中心に、生業を活かした新しい産業として定着が可能か推移を見守る。受
入体制を整えていくことにより交流人口も増加すると考えられる。これにより旅館業、飲食サービス業、
小売業等の観光関連産業にも波及効果があると見込まれるため、観光関連産業における設備投資等を
後押しし、交流による産業振興の効果を高めていくことが重要である。
　一方で、学卒者等の若手人材の村外からの受入れにつながる就労の場の確保も大きな課題である。
　雇用力のある産業の育成という観点からは、従業員雇用を生む製造業の支援は、特に重要と考えられ
る。生産規模拡大、新技術の導入による生産性の向上等、経営基盤の強化により雇用の維持・創出に
つなげる支援体制を充実させる必要がある。さらに、新規雇用や用地取得・設備投資に関する支援制度
を活用し、企業の立ち上げや育成に取り組むとともに、離島地域という地理的制約を緩和するために、
交通・情報インフラ整備を進めることも重要である。
　情報インフラについては、情報サービス業等の振興にもつながるのはもちろんのこと、製造業におい
ても取引先と円滑に情報共有を行うためには不可欠なインフラである。

４．産業の振興を促進する上での課題
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　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標 

　製造業、農林水産物等販売業、農林業、水産業、旅館業及び情報サービス業等における機械・装置、
建物・附属設備、構築物の設備投資を支援することで、下記目標の達成を目指す。

業種 指標 内容 到達目標

製造業
設備投資件数

企業立ち上げ・規模拡張に伴う
新増設件数

既存事業所による取得等件数
１件

新規雇用者数 企業進出・規模拡張に伴う
新規雇用者数 ２名

農林水産物販売業
設備投資件数 既存事業所による取得等件数 １件

新規雇用者数 企業進出・規模拡張に伴う
新規雇用者数 1名

農林業
設備投資件数 既存事業所による取得等件数 １件
新規雇用者数 新規就業者 ３名

水産業
設備投資件数 既存事業所による取得等件数 １件
新規雇用者数 新規就業者 ３名

旅館業（観光業を含む。）
設備投資件数 既存事業所による取得等件数 １件

新規雇用者数 企業進出・規模拡張に伴う
新規雇用者数 ２名

情報サービス業等
設備投資件数 既存事業所による取得等件数 １件

新規雇用者数 企業進出・規模拡張に伴う
新規雇用者数 1名

５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　上記業種における産業振興に取り組むため、本事業者の設備投資に対する国税に関する租税特別措
置の活用促進を働き掛ける。
　農林業では、利島農業協同組合、利島ふぁーむ株式会社等の関係団体と連携し、椿林の更新作業、
間伐、デジタル技術等を活用した作業の効率化等の実施により、生産力の向上を支援し、間伐材などの
森林資源を有効に活用する新たなシステムの構築に取り組む。
　水産業においては、漁業資源の維持・回復を図るため、利島村漁業協同組合等関係団体と連携し、
種苗放流等、漁場環境の保全、小型定置網設置・陸上養殖の検討、未利用魚種の利活用等に取り組む。
　さらに、内地の消費者向けに、利島村の農水産物の魅力を発信するため、市場ニーズに応じた生産
物の提供を目指し、生産者、流通・販売業者、飲食店の連携を促進することで販路及び消費の拡大を
図る。
　観光関連産業においては、農漁業等の生業を生かした利島型観光の受入に官民一体となって取り組む
ことにより、交流人口の増大を目指し、旅館業、飲食サービス業、小売業等の関連産業の活性化につ
なげる。
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３　 新 島 村

　新島・式根島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、旅館業、農林水産物等販売業、情報サービス業等、水産業

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

　新島村の産業構造は、かつては第一次産業である農漁業が大半を占めていたが、高度経済成長と昭
和40年代からの離島ブームにより、産業構成比率は第一次産業から第三次産業へ移行し始め、年を追
うごとにその傾向は顕著なものとなった。基幹産業は観光産業であるものの、近年の観光ニーズの多
様化及び国内旅行離れにより観光客は減少している。

４．産業の振興を促進する上での課題

　主な製造業は、「くさや」水産加工業である。
　100年前には151軒の加工業者が存在していたが、令和4（2022）年現在では5軒と著しく減少し
ている。住宅事情や食生活の変化による影響から「くさや」の消費量は落ち込んでおり、加工業者の経
営は年々厳しくなってきている。
　平成4（1992）年に特産物開発普及センター、平成7（1995）年に水産加工施設が整備され、1次
加工とともに瓶詰め、真空加工といった2次加工品の取組も行なっている。また、平成16（2004）年
には「くさや」振興の拠点ともなる水産品物流センターが整備され、島外物産展等に参加し「くさや」の
PR活動と販路拡大を行い、近年は通信販売事業を拡大させ一層の普及とブランド化に努力している。
　今後は、購買層の裾野を広げつつ、商品開発及び商品管理に取組「新島のくさや」としての知名度向
上を図ることが課題である。

①　製造業

　来島者数は減少傾向にあるが、原因としては海外旅行の低価格化、新型コロナ等が挙げられる。観
光客の減少に伴い宿泊事業者数も減少しており、受入可能数の確保が課題となっている。
　そのため、固有の自然資源を生かしながら、その恵まれた環境を、都市に暮らす人々に体験してもら
うことが重要である。このためには、農林水産物等販売業､ 水産業といった第一次産業と観光産業の連
携を図る必要がある。

②　旅館業
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　平成30（2018）年6月から光回線の共用開始となり、各所にWi-Fi、サテライトオフィス等を整備し
た。今後は施設の活用施策を充実させ、事業者の誘致を目指す。

④　情報サービス業等

　水産業、燃油の高騰等により遠方漁場への出漁を回避したことによる漁獲量低迷及びこれを起因とす
る担い手不足が課題である。

⑤　水産業

・　東京都、港区、渋谷区等及び関係団体と連携した観光客誘致
・　島内イベントの実施
・　キャッシュレス決済を活用した経済対策の実施
・　起業、大学等の合宿の受入れ

②　旅館業

５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

（１）対応策

・　次世代の担い手の育成
・　物産展等への参加
・　ＥＣを活用した販路開拓
・　事業継続のための支援

①　製造業

　離島という条件の中、平坦な農耕地、豊かな水資源等の恵まれた環境で発展してきた。しかし、高
度経済成長の波は島の暮らしを第一次産業から第三次産業中心へと変革させていった。
　現在の農産物等販売業出荷金額は約15,000千円となっており、主な作目は「あしたば」、「アメリカ
芋」、「玉ねぎ」等と路地野菜となっている。近代化のための施設整備費補助の実施により、順調に規模
拡大してきたものの高齢化及び担い手不足により、横ばい状況にある。
　しかし、比較的資本のかからない先の品目のほか、「島唐辛子」、「ブルーベリー」、「島らっきょう」の新
たな生産農家及び生産量が徐々に増え、遊休農地の活用が増しているとともに、農地の流動化も図られ
始めている。
　農林水産物等販売業の課題としては、高齢化及び若年層の流出といった課題を抱え、後継者不足が
深刻な問題として挙げられているため、後継者の育成及び新規就農者の奨励施策を確立するとともに、
主幹作目として栽培されている「アメリカ芋」、「玉ねぎ」等といった地域の特徴を生かしたものを地域ブ
ランド化し、市場へ安定的に出荷・供給するとともに新規出荷先の開拓を行い、高価取引品目として定
着させる必要がある。さらに、島内でも地産地消を図る流通形態を構築し、収益の向上につなげる必要
がある。

③　農林水産物等販売業



129

・　ワーケーションなどの施策の展開
・　企業誘致
・　ＰＲを目的とした東京都、港区、渋谷区等関係団体との連携

④　情報サービス業等

（２）各団体役割分担

　租税特別措置の活用促進、産業振興に係る各産業団体への助成・支援・指導等、産業振興のための
地域人材の育成

新 島 村

　研修等による村内事業者支援、経営改善指導、情報の提供、各種融資等の相談、推薦、あっせん

商 工 会

　観光PR活動の強化、旅館事業者等に対する支援、その他産業振興への協力

観 光 協 会

　各事業者に対する支援・指導、各種特産品等による新島村PR、その他産業振興への協力、新規就業
者育成

に い じ ま 水 産 業 協 同 組 合 、 新 島 製 造 業 協 同 組 合 等 産 業 団 体

・　次世代の担い手の育成
・　高齢化対策
・　栽培漁業の推進
・　高騰する燃料補助
・　ＥＣを活用した販路開拓
・　ブランド化の推進

⑤　水産業

・　次世代の担い手の育成
・　高齢化対策
・　ＥＣを活用した販路開拓
・　ブランド化の推進

③　農林水産物等販売業
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６．目標

　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

業種 指標 到達目標

製造業
設備投資件数 １件
新規雇用者数 2名

旅館業
設備投資件数 １件
新規雇用者数 2名

農林水産物等販売業
設備投資件数 １件
新規雇用者数 2名

情報サービス業等
設備投資件数 １件
新規雇用者数 2名

水産業
設備投資件数 １件
新規雇用者数 2名
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　新事業について、関係機関との連携体制及び支援制度の確立が課題であったため、超高速ブロード
バンド導入による快適なWi-Fi環境を構築した。今後は、デジタル技術を有効活用し、ワーケーションに
よる企業誘致や交流人口・関係人口の創出などにより雇用の創出につなげていく必要がある。

②　新事業の創出に向けた課題

　水産業、近年の漁獲量が700トンから800トン、漁獲高では１０億円程度で推移しているが、その多
くが一本釣りの「キンメダイ」に依存している状況である。
　また、海水温の上昇により「テングサ」をはじめとした磯根資源や「イセエビ」などが壊滅的状況となっ
ている。
　そのため、新たな魚種への転換を図るほか、資源の保護及び管理を進めていく必要がある。
　観光業は、新型コロナ前は来島者数が年間4万人を超える状況が続いていたものの宿泊業者の高齢
化により、年々施設数が減少している状況にある。
　そのため、宿泊施設の高付加価値化を促進するとともに、「星空保護区」をはじめとする各種ツーリズ
ムの推進、閑散期の観光客誘致など、観光協会を核とした島全体での観光マネジメント力を強力に展開
していくことが求められている。

４　 神 津 島 村

　神津島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

　農業は、平坦地が少ないとともに、農家の高齢化及び担い手不足により、最盛期の１割程度（2,000
万円）の生産額にまで減少した。
　また、現在の基幹作物としては「レザーファン」「あしたば」「パッションフルーツ」などがあるが、単価
の下落も続いている状況にある。
　そのため、農業施設整備を推進するとともに、「レモン」などの新規作物の導入を促進するほか、島内
流通、島外出荷の開拓等の持続的な発展を図る必要がある。

４．産業の振興を促進する上での課題

①　既存の事業者の事業の充実に向けた課題
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　超高速ブロードバンド導入による快適なWi-Fi環境の構築が完了したため、定住者の増加を推進し更
なる村の基盤づくりに取り組む。

⑤　高速通信網の活用

　自然食品としての農作物のブランド化を図るため、公益財団法人東京都島しょ振興公社と連携し、パッ
ションフルーツ加工品等の特産品開発を支援する。また、パッションフルーツや明日葉の体験ツアー・
収穫ツアー等のグリーンツーリズムを、観光事業と連携し推進する。

⑥　農業のブランド化と外商の展開、観光事業の連携

　租税特別措置の活用を促進し、製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等の設備投
資や雇用促進をするために、国、都、関係機関等と連携しながら以下の取組を行う。

５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　後継者の育成事業について、新規就労のための情報提供や相談体制の充実を図るとともに、漁業に
おいては漁業研修・交流活動をサポートし、水産研究会等による活動の支援や漁協の連携の下、後継者
の育成を図る。

②　雇用の確保・創出

　村のホームページ、広報誌等で周知するほか、該当する企業に対し都と連携して積極的に周知を図る。

①　租税特別措置の活用の促進

神 津 島 村

　移住・定住希望者の「仕事」、「住まい」、「地域での役割」等を一体的に掘り起こすとともに、常に新し
い情報を取り込んだ暮らしの情報として、各種機関と連携して独自性の高い情報発信に取り組む。

③　移住・定住へのきっかけとなる情報の発信

　旅館業について、高齢化や担い手不足の課題検討を図り、多様な宿泊施設の確保に努めるとともに、
送迎を含め心のこもった接客サービスの提供と、水産業・農業と連携した満足度の高い地産・地消料理
の提供等に努め、宿泊施設の高付加価値化を推進する。

④　観光振興による交流人口の拡大
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　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標 

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
製造業 1件 5名

農林水産物等販売業 3件 10名
旅館業 3件 10名

情報サービス業等 1件 5名

　島の魅力を島外に情報発信し、観光客の誘客に努めるとともに、ホテル、旅館、民宿等に対して支援
を強化する。また、体験型ツアープランを企画し、個人、グループ旅行、インバウンド等に対応した新
たな誘客策を推進していく。

神 津 島 観 光 協 会

　水産業者への水揚げの指導、水産品の加工販売を行うとともに、水産品の販売促進や消費拡大に向
けた取組とともに、資源管理型漁業を推進していく。

神 津 島 漁 業 協 同 組 合

　農業者への生産の普及啓発と指導を行うとともに、農産品の販売促進や消費拡大に向けた取組を行う。

神 津 島 農 業 協 同 組 合

　小規模事業者の経営・技術の改善発達のため、各種相談指導を行うとともに、地元商店に対し有利な
補助金や融資制度の周知を図る。

神 津 島 村 商 工 会
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５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　産業振興のため、漁業分野では漁業協同組合、農業分野では農業委員会及び農業者と連携を図りな
がら短期及び長期研修を実施し、後継者育成を行っていく。
　また、観光分野においては、観光客の滞在日数を増やす取組を観光協会と連携し進めるとともに、受
け皿となる宿泊施設の後継者育成についても手法等を検討していく。さらに、移住・定住分野において
は、島ぐらし体験事業を核としながら関係団体とより一層連携を図り、移住から定住へのサポート等を
検討していく。

５　 三 宅 村

　三宅島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

４．産業の振興を促進する上での課題

　漁業分野では、平成２４（2012）年度に三宅島漁業協同組合が主体となって、高齢化に伴う漁業労働
力を補い、漁業後継者の育成・確保対策に関する事業を進め、漁獲量の安定的な確保と一層の向上を
図るため、三宅島漁業後継者対策実行委員会が設置され、短期研修及び長期研修を行っている。
　短期研修は５日のスケジュールで漁業実習等を行い、長期研修はおおむね１年から３年間、海上研修
及び陸上研修を行っている。令和3（2021）年度末までに7名の長期研修生を受け入れ、うち4名が卒
業し漁師として活躍しており成果が出ているが、研修生の確保が課題として挙げられる。
　農業分野では、平成２８（2016）年度から農業者の高齢化に伴う後継者の育成・確保対策として農
業後継者育成事業を行っており、短期研修の実施後、長期研修につなげる取組を行っている。令和3

（2021）年度末までに5名の長期研修生を受け入れ、アシタバ等の栽培技術習得、農機具の操作安
全対策、出荷作業、その他農業経営に必要な知識・技術研修を行っているが、短期研修の更なる周知、
長期研修生の住宅の確保、指導者の高齢化、研修生の確保等が課題として挙げられる。
　観光業では、「釣り」、「ダイビング」、「バードウォッチング」、「火山観光」等の目的で来島するリピーター
の増加や来島者の滞在日数を増やす取組を観光協会が中心となり行っているが、受け皿となる宿泊施設
の後継者不足が課題として挙げられる。
　移住・定住分野では、平成２７（2015）年度から三宅村への移住希望者を対象とした島ぐらし体験事
業を実施しており、令和3（2021）年度末までに参加者累計５４名のうち、１８名が移住している。今後
は、ふれあい交流事業（島コン）、医療技術者現地見学会、医療技術者等就労促進資金貸付事業等を通
じた人材確保に努める。
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　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標 

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
製造業 1件 1名
旅館業 1件 2名

農林水産物等販売業 1件 1名
情報サービス業等 1件 1名

　租税特別措置の活用促進、産業振興に係る各団体への助成・支援等、産業振興のための人材育成等

三 宅 村

　島内事業所の経営・技術の改善のための各種相談、研修による人材育成、後継者育成事業の連携等

商 工 会 、 農 業 振 興 会 、 漁 業 協 同 組 合

　観光ＰＲ活動の強化、観光プランの検討、後継者育成事業の連携等

観 光 協 会
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　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

４．産業の振興を促進する上での課題

　御蔵島村は人口が少ないため、マンパワーの確保が不可欠であり、新しい人の流れ、安定した雇用
の創出が急務である。このため、観光業を基幹とした農林漁業の振興を図り、各産業の連携により産業
間の生産波及をもたらすことで6次産業化を推進していくことが重要である。
　各産業別の振興施策の推進は、生産環境、生産体制の整備・拡充に加えて、交通・情報基盤の整備、
観光戦略との連携、定住促進策の推進、子育て環境整備・支援の充実等、総合的に取り組む必要がある。

５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　租税特別措置の活用促進、産業振興に係る各団体への支援・助成等、産業振興のための人材育成等

御 蔵 島 村

　研修等による人材育成、経営改善指導、融資制度の周知とあっせん等

農 業 協 同 組 合 、 漁 業 協 同 組 合

　観光ＰＲ活動の強化

観 光 協 会

６．目標 

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
製造業 1件 1名

農林水産物等販売業 1件 1名
旅館業 2件 4名

情報サービス業等 1件 2名

　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６　 御 蔵 島 村

　御蔵島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種
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５．産業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　租税特別措置の活用促進、産業振興に係る各団体への助成・支援等、産業振興のための人材育成等

八 丈 町

　研修等による人材育成、経営改善指導、融資制度の周知とあっせん等

商 工 会 、 農 業 協 同 組 合 、 漁 業 協 同 組 合

　観光ＰＲ活動の強化、観光プランの検討等

観 光 協 会

４．産業の振興を促進する上での課題

　島内経済の安定的な成長のためには、各産業の調和のとれた伸長と、業種間の連携協力の体制を整
え人材交流を推進するとともに、人材を育成することが重要となる。
　農業振興を図る上で後継者の育成が最大の課題となっており、Ｉ・Ｕターンなどによる就農希望者を受
け入れるための施策を、積極的に進めていく必要がある。
　漁業では、漁協の経営基盤の安定を促進しながら、漁業担い手の確保、漁家の経営安定のため島内
外販売ルートの拡充、未利用資源の製品開発や魚食の普及事業を推進していくことが重要となる。また、
ダイビング、釣り等の海洋レジャーに関連した観光業と連携して、経営の多角化を図ることも必要となる。
　観光業は、通年観光地としての発展、リピーターの増加や来島者の滞在日数の延長を図るために、
自然を生かす観光資源の整備開発、滞在型観光、スポーツ交流促進、二次交通の充実等、滞在の利便
性を高める事業展開が必要となる。
　商工業の発展は、島内経済規模拡大に不可欠のものであり、生活者のニーズに対応した商業機能の
強化を図り、流通体系の見直し、経営の合理化・近代化を推進して生産性の拡大を図っていくことが求
められる。また、新たな特産物の開発を進めるとともに、市場の拡充を図る必要がある。
　情報サービス業等については、モバイル通信が不通である地域が一部あるなど、改善が望まれる状
況も認められる。今後も事業者へのより一層の通信エリア拡大に向けた要望が必要である。

７　 八 丈 町

　八丈島全域

１．産業の振興を促進する区域

　製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間
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　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
製造業 1件 5名
旅館業 1件 6名

農林水産物等販売業 2件 2名
情報サービス業等 3件 23名
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８　 青ヶ島 村

　青ヶ島全域

１．産業の振興を促進する区域

　農林水産物等販売業（商工業含む。）、旅館業（観光業を含む。）、情報サービス業等

２．産業振興のため促進をする業種

　令和５（2023）年度から令和１４（2032）年度まで

３．期間

４．産業の振興を促進する上での課題

①　農林水産業

　農林水産業全般として、後継者不足や担い手の高齢化が大きな課題になっている。産業振興を図る
上で、人材の確保・育成が重要となる。Ｉ・Ｕターンなどの移住・定住につながる施策を積極的に推進す
る必要がある。また、農業、漁業に関しては、貨客船の安定した就航が課題となっている。長期的な課
題であり、継続して青ヶ島港（三宝港）の整備に対し都に要望を行う。

②　観光業

　観光業では、近年観光客が増加傾向にあるが、島内の民宿は７軒のみで、いずれも後継者不足及び
人材不足が課題となっている。この課題に対しても、Ｉ・Ｕターンなどの移住・定住につながる施策を推
進する必要がある。

③　商工業

　商工業に関しても、後継者不足や担い手の高齢化が大きな課題になっているため、Ｉ・Ｕターンなどの
移住・定住につながる施策を積極的に推進する必要がある。また、商品の入荷・出荷も貨客船の安定し
た就航と合わせて、輸送のコストも課題となっている。

④　情報サービス業等

　島内に、モバイル通信の不通エリアがあること及び情報サービス事業者への施設等の提供が課題となる。
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５．事業の振興のために推進しようとする取組・関係団体等との役割分担

　租税特別措置の活用促進、産業振興に係る各団体への助成・支援等、産業振興のための人材育成等

青 ヶ 島 村

　研修等による人材育成、経営改善指導、融資制度の周知とあっせん等

農 業 協 同 組 合 、 漁 業 協 同 組 合

　おおむね５年ごとに目標の達成状況等の評価を実施し、必要に応じて見直し等を行う。

７．評価に関する事項

６．目標

業種 新規設備投資件数 設備投資による新規雇用者数
農林水産物等販売業
（商工業を含む。） 1件 1名

旅館業（観光業を含む。） 1件 1名
情報サービス業等 1件 1名
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